
囃子台下で梶綱を操作する若衆

後藤喜三郎橘義信による彫刻の数々

船形山（堂山）中腹の「崖の観音」

館山市船形地区

堂の下
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船
形
地
区
は
館
山
市
の
北
部
に
位
置

し
、明
治
二
十
二
年
に
船
形
村
と
川
名
村

が
合
併
し
て
で
き
た
地
区
で
す
。昔
か
ら

館
山
の
漁
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、船
形
漁
港
は
、東
京
湾
で
唯
一
の
第

　

堂
の
下
区
の
山
車
は
、南
房
総
で
は
他

に
類
を
見
な
い
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
見
事
に
組
ま
れ
た「
高
欄
受
枡
組
」

と「
唐
破
風
」に
な
っ
て
い
る
正
面
の
屋

根
、そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
最
大
の
特
色

が
、そ
の
舵
取
り
の
仕
組
み
で
す
。堂
の
下

の
山
車
に
は
梶
棒
が
な
く
、囃
子
台
下
の

前
車
輪
の
側
に
二
人
の
若
い
衆
が
座
り
込

●
制
作
年
：
明
治
三
十
二
年
　
●
人
形
：
仁
徳
天
皇
　
●
扁
額
：
宮
本

●
上
幕
：
金
の
鳳
凰
　
●
大
幕
：
浦
島
と
乙
姫
　
●
泥
幕
：
波
に
千
鳥

●
提
灯
：
桜
と
堂
と
若
　
●
半
纏
：
背
に
堂
、襟
に
堂
の
下

●
彫
刻
：
加
藤
清
正
の
虎
退
治
、弁
慶
と
牛
若
丸
、

　
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
、八
岐
大
蛇
な
ど

●
彫
刻
師
：
後
藤
喜
三
郎
橘
義
信

地
域
の
紹
介

三
種
漁
港（
時
化
の
時
に
避

泊
可
能
な
漁
港
）に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
船
形
」の
地
名
の
由
来

は
、港
の
裏
に
背
負
っ
た
堂

山
が
船
の
形
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら

き
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
の
船
形
山
の
中
腹
に
は
、山
壁
に

み
、左
右
の
車

輪
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
た
綱
を
操

作
し
て
方
向
転

換
を
さ
せ
る
と

い
う
、稀
に
み

る
独
特
の
仕
組

み
を
持
っ
て
い

ま
す
。 自

慢
の
山
車

へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
船

形
の
シ
ン
ボ
ル「
崖
の
観
音
」が
あ
り
、

そ
の
隣
に
は
船
形
地
区
の
総
氏
神
で
あ

る
諏
訪
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。そ

の
諏
訪
神
社
の
お
膝
元「
宮
本
」が
、今
回

ご
紹
介
す
る
堂
の
下
区
で
す
。

　

ま
た
山
車
彫
刻
は
、房
州

後
藤
流
の
名
工「
後
藤
喜
三
郎
橘

義
信
」の
傑
作
と
い
わ
れ
、正
面

唐
破
風
懸
魚
に
彫
り
込
ま
れ
た

加
藤
清
正
の
虎
退
治
を
は
じ
め
、

向
か
っ
て
右
胴
ま
わ
り
の
弁
慶
と

牛
若
丸
の
五
条
大
橋
の
出
会
い
、

向
か
っ
て
左
胴
ま
わ
り
に
は
曽
我

兄
弟
の
仇
討
ち
、胴
ま
わ
り
後
ろ

に
は
八
岐
大
蛇
な
ど
、史
話
や
昔
話

を
題
材
に
し
た
実
に
多
彩
な
彫

物
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

山
車
人
形
は
仁
徳
天
皇
、提
灯
は

桜
と
堂
と
若
の
デ
ザ
イ
ン
、胴
幕

に
は
浦
島
太
郎
と
乙
姫
が
鮮
や

か
に
刺
繍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

区
民
の
長
年
の
期
待
に
応
え

て
行
わ
れ
た
平
成
元
年
の
大
改

修
を
経
た
山
車
は
現
在
、区
民

の
一
層
の
誇
り
と
な
り
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

おらがんまっちおらがんまっちおらがんまっち
たてやま
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